
『あの手この手』の表紙に、今年度スタート号

から 3回シリーズで「ありがとうの和の輪」のみ

なさんの絵が登場します。今号は“ 趣
おもむき

ほの

ぼの絵師”あずみさんの作品です。あずみさ

んは昨年度のカッコーフェスタ’０９で出会っ

た絵師、15 分で似顔絵を描く達人です。

絵：「こぼくん 」 趣ほの ぼの 絵師 あずみ
作品ブログ ：http://azukidon.blog.shinobi.jp

4 5
月号

＜送付の 際、同封されているご 案内＞

・連続共育セミナ ー第 回 5/22(土)14：00～実施の 「センターの きの う、きょう、あした 」 の お知らせ

・『情報交差点』に つ いての お知らせ

－１－

空高く泳ぐと気持ちいいよ。
―こい の ぼりー

「あの 手この 手」は、今年度は隔月の発行とします。

あいだの月は登録団体からの情報をまとめてお届けする

『情報交差点』を発行することにしました。団体のイベント情

報などお寄せください。詳しくは同封の「お知らせ」をご覧く

ださい。

「センター」の HP はいつも新鮮。[FM やまと]の出演やイベ

ントなどは、その日のうちに UP。トップページには登録団体

の活動の様子も掲載していきます。写真と説明文をメール

で送ってください。［拠点や まと］

＊「あの 手この 手」は 大和市民活動センター の Ｈ.P.では

カラー でご 覧に なれます 。

大和市民活動センター ［拠点や まと］ 第 39 号 2010 年 5 月 6 日発行

あの 手この 手の マ ー クの 間の Ｓは solution（解決）の Ｓです 。

大和市民活動センター と関わ らせ ていた だいて、

大人と子ど もとの 関わ り、地域の 中に ある濃い繋

が りを 強く感じました 。そ こで「繋が り」をキ ー ワ ー

ドの一つ として描いた、orange.shine 藤上大との コ

ラボ 新商品「KOBOSTAR」限定イラス トか ら 特別

に 制作させ ていただきました。

大イチョウのひとりごと
「センター 」の 前に 立つ 私はまだ

まだ若いほぼ 80歳というところ 。

今年も緑の 葉をたくさん付けるこ

と が でき た 。「セ ン ター 」に来た

ら、見上げて深呼吸してごらん 。

すーっといい気持ちに なれるよ。

2010

あの 手この 手で考えて、あの 手この 手で問題解決！

http://azukidon.blog.shinobi.jp


相談会あります
募集しています

4 月 8 日（木）晴れ

会議を終えた女性が、フェンス近くに咲くスミ

レを見て「分けていただけます？」と言われま

した。スミレに関しての万葉集の歌やこの種は

原種に近いなどと、色々教えていただきまし

た。Ｖｉｏlet（学名Ｖｉｏｌａ）は「紫色」で、楽器の

Ｖｉｏｌａとは発音、アクセントがそれぞれ第 1、第

2音節で違うそうです。

協働事業等提案

市民活動推進補助金

－２－

5 月 10 日（月）
大和市民活動センター

フリースペース 15：00～

相談会の日だけではなく、その前でも

いつでもお出かけください。

予約の電話を待ってます。

TEL:046-260-2586

イキイキとした 地域社会をつ くる

ためのアイディアをお持ちください 。

募集締切りは５月１４日（金）です。

協働事業提案の 流れ

6/13(日) 協働事業提案発表会

協働事業提案するに至った熱い思いを発表して、

活動をアピールします。

7/10(土) 意見交換会

協働事業提案の内容について、市民の意見を聞

き、提案者と意見交換します。

８月下旬 検討結果報告会

協働事業として活動展開できるかどうか、検討結果

が説明されます。

市民活動推進補助金交付スケジュール

6/5(土) 14：00～ 勤労福祉会館３階ホール

市民活動推進補助金公開選考会

選考結果は当日発表されます。

選考アドバイザー

白井善裕（かながわ県民サポートセンター副所長）

小山紳一郎（湘南国際村学術研究センター副センター長）

益永律子（NPOサポートちがさき代表理事）

片山鉱蔵（大和市市民経済部長）

関根孝子（拠点やまと会長）

あっ ！

こん なの どーお？

いいヒラメキ 。

や りましょう。

・・・・・協働事業と市民活動推進補助金で、あんなこと、こんなことやってます・・・・・

子どもは危険なことが大好き。緑野青空

子ども広場のツリーガーデンでは、いろ

いろな遊びに挑戦できる。ピザを焼いた

り、デイキャンプをしたり、アウトドアの楽

しみがいっぱい。今は“こいのぼり”が

泳いでいます。―緑野青空子ども広場

ツリーガーデン運営委員会―

感謝の気持ちが循環してます（補助金「めばえ」）

お母さんが安心して研修、学習等を受けるための子ど

もの預かり保育をしています。事前にお子さんの好きな

ことなどを聞いて、終了後は保育の様子をお知らせして

います。感謝の言葉が次へのステップになっています。
―子育て支援 や まと虹の色―子どもといっしょに阿波踊り（補助金「めばえ」）

高齢者施設などで阿波踊りを披露。

小さい子どもたちの踊りが人気です。

子育ての悩みも解消しています。

―夢わかさ連―

道路アメニティ向上マップをつ くりました （補助金「はぐ くみ 」）

延べ 276 人の住民がこまめに歩いて調査し、内山地区の

道路アメニティ向上マップが出来上がりました。

―内山の街づくりを考える会―

「ドッグラン」は犬と人の社交場（協働事業）

リードを外された犬は思いっきり

飛びまわり、人間も解放感に

浸ってリフレッシュ。

マナー向上を呼びかけて

います。 ―結の 会―

「ツリーガーデン」は冒険広場（協働事業）

ドラマティックな展開をこれからも（補助金「はぐ くみ 」）

公募によるドラマティックな絵画展を開催。イラスト教室

も大盛況でした。今後は「ドラマティックな音楽会」「星ま

つり」を開催し、「わが街やまと アートスポット Vol.2」を

発行します。 ―ドラマテイックカンパニー Yamato５０―



連続共育セミナー 第 回は 4/24(土)に開催しました

4 月 17 日（土）雨のち晴れ

高齢者施設 晃風園でボランティアをした
高校生の感想。

私生活ではグループホームなどに関わりがない

のでとても不安でしたが、数分後にはお年寄りの

笑顔で緊張はなくなりました。詩吟やジェスチャ

ーゲーム、童謡を歌ったりしてたくさんのお年寄

りとふれ合えました。何十歳も年が離れている私

たち高校生とおばあちゃん、おじいちゃんたちが

いっしょに数時間いるだけで楽しめる。感謝す

る。感謝される。学ぶことの多い体験になりまし

た。(柏木学園高校 3 年 田口幸恵)

－３－

市民活動センターの きの う、きょう、あした
～よりよい「センター」をめざして～

事業者が参加する 「新しい公共」 PART１

「活かそう！ 携帯電話で ひろがりの輪 つながりの手」

次回の 連続共育セミナー第 回は

中・高生の夏休みボランティア体験

「このゆびとまれっ！」の今年のメニュー

事前説明会があります

日時：5/16（日） 10：00～12：00

場所：生涯学習センター
子育て支援サポーター（子どもと遊ぼう）

日時：7/29（木） 14：00～17：00
場所：しんちゃんハウス

障害者・児、支援サポーター
・ワン・ピースの子どもたちとの交流

日時：8/7（土） 13：00～16：00
場所：大和市民活動センター

・サウンドテーブルテニス（視覚障害者の卓球）のサポート

日時：7/26(月) 8/23(月) 13：00～16：00
場所：大和市保健福祉センター

・ＦＭやまとが聴けるラジオ作り（視覚障害者へプレゼント）

日時：未定
場所：大和市民活動センター

5/22(土)14：00～16：00 「センター」で開催します。

昨年に引き続き、「センターがこうあったらいいな」という想

いを語り合いましょう。おもしろいアイディアなど、ぜひ、聞か

せてください。まずは 、参加を。お待ちしています。

携帯電話は便利であ る反面、知ら ず に使って い ると

思わぬこと に巻き込ま れてしまう可能性が ありま す。

実際に あった事件、トラブルの事例の内容を映像を

使って紹介。また、災害用伝言板や料金トラブルの内

容をお話いただきました 。高校生の参加もあり、次か

ら次へと質問が出て、有意義なセミナーでした。

ドコモショップ大和店の店長の股部さん 、スタッフの

菅原さん 、加藤さんわか りや すく説明をしました 。

架空請求はメー ル で来る！
絶対にアクセス してはいけません。

被害者にならないために

振り込め詐欺の実態…

★「オレオレ」と言って身内のふりをして電話をかけてき

て、情報を得ようとする。⇒まずは本人に連絡をして、

内容を確認する。

★携帯とキャッシュカードを持たせてATMへ行くよう指示

されたら、詐欺と疑う。

★還付金を ATM で返還することは絶対にありません。

トラブル に巻き込まれないための対策

★迷惑メールの受信拒否/拒否設定をする。

★有害なページにつなげないためのフィルタリングサー

ビスを利用する。

★着信した電話番号表示をきちんと確認する。

身を守るために

災害の時には…

★ｉモード災害用伝言板サービスを利用する。

★緊急速報「エリアメール」で緊急地震速報が配信され

るので、避難などの対策をとることができる。

3/24（水）のボランティア見学会に

参加した今里鐵男さんが、「センタ

ー」業務をサポートしてくれていま

す。海上保安庁勤務では、荒れた

海での海難救助や阪神淡路大震

災の現場にも出動されたとのこと。

貴重な体験も数々で、知らない世

界を教えてくれます。

ドコモショップ大和店では 「携帯電話教室」を毎週月・水・金

曜日に開催。お気軽に ご参加ください 、との ことです 。

メールコースの みでしたら、5 月は毎週土曜日開催。

(お問い合せ はドコモショップ大和店 0120-770-360)

―サポーターは危機管理の スペシャリスト―

センター に は 、

週イチきて い ます 。

by 今里



4 月 17 日（土）雨のち晴れ

「釧路市民活動センターで『あの手この手』

が綴じられているのを見て、うれしくなって電

話しました」という前協働推進会議会長の渡

辺精子さんの弾んだ声が伝わってきました。

、

－４－

「あの 手 この 手」 第 39 号 発行日・2010 年 5 月 6 日 発行・ 大和市民活動センター 拠点や まと

大和市民活動センター ＜開館・月～土 ９：００～１８：００＞ TEL：046-260-2586 FAX：046-205-5788
〒242-０021 大和市中央 1-5-1                              E-mail：yamato@ar.wakwak.com

http://www.kyodounokyoten.com/

ＦＦＭＭややままとと
7777..77 ＭＭＨＨｚｚ

第第 11..33..55((火火))生生放放送送
99::0000 ⇒⇒1100：：0000

*今号の用紙の色は 若草色。小鳥の さえずりが似合う“春”の色です 。

ラジオをお聴きになって感想を FAX、メー ル で
［ＦＭや まと］へ送ってください 。
ＦＡＸ ：046-265-2777
Ｅ-ｍａｉｌ ：morning@fmyamato.co.jp

朝ラジ☆ホッとスクランブル

大和市民活動センターだより

『 やまとっこ☆みつけた 』
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「朝ラジ ホッとスクランブル 」は再放送が 2回あります。
当日の 15：00～15：50 22：00～22：50
9：00 か らの生放送を聴きの が した人は再放送をお聴き
ください 。

センターでは、人と出会う。人は一人

でなく、二人(以上 )で成り立つ。二人

でキャッチボール。共育の基。登録団

体と、団体同志もある。(浅見正明)

これからの市民活動センターの役割は、

市民主導による「まちづくり」のために

登録団体が市民活動・市民参加への

誘導と、それを支援する行政との関係

づくりに努める。（松村 襄）

センターを真中に、登録団体がつなが

りあって、共に育ち広がって花が咲くよ

うに、せっせと種まきをしていくところで

ありたいな。（村山真弓）

「ここ何やってんの～」と、これからも多く

の人が気軽に立ち寄っていくセンター。

そして一緒に話しながら盛り上がるセン

ター。（望月則男）

「きのう来たのですが、また来たくなっ

たので寄りました」と、うれしい言葉。

魅力的な人との出会いがある場。そ

んなセンターでありたい。（石川美恵子）

「センターがあってよかった！」を「あの

手この手」で考えています。５月の共

育セミナーでは登録団体のみなさんと

知恵を出し合いましょう。（関根孝子）

絶え間なく人の出入りがあり、いつも

笑い声と歓声につつまれた活発な

活動センターでありたい。（櫻井貞代）

やまとっこ☆みつ

市民が運営する手づくりの温かさ、身

近さを活かしながら、市民活動を推

進・応援・共育する施設でありたい。

（中山みゆき）
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大和市版特製「国語辞典」の「と」の

ページに「共育」の漢字二文字あり。

読みは「ともいく」。[拠点やまと]のキ

イワードであるとあった。（小杉皓男）

第 98 回 3/30(火) ～平和な、戦争をしない日本を～
＜ 憲法九条や まとの 会＞

日本が６４年間平和だったということで、世界から見る日

本人のイメージは非常に暖かいものがあるようです。ど

こへ行っても日本というのは平和で知的で豊かな国。

武器輸出をしないということで好意を持たれているので

す。そういう日本のいいイメージを維持していくためにも

「憲法九条」をとことん守っていくんだ、という固い決意

を持って活動しています。(問合せ 046-272-8880)

第 100 回 4/ 20（火) ～譜面は平和の教科書～

＜大和芸術文化振興会＞

3名によるサクソフォンの生演奏

でスタート。「生の演奏は空気の

振動、音の波のようなものが押し

寄せてきて、心をぐっとつかみま

すね」とジョニーさんの感想。

音楽を通して若者が羽ばたいて

いけば、素晴らしい大和の PR に

なるし、「大和に住んでいてよかっ

た」という子ども達が多くなるよう、

魅力的な環境を作っていきたいです。

（問合せ は大和市民活動センターへ ）

第 99 回 4/ 6(火) ～子ども達にはいつも笑顔を～

＜子ども・子育て応援ネット おや この スペースわにわに ＞

いろんな大人たちに見守られながら子ども達が育って

いければいいな、との思いから昨年１１月スタートしま

した。「わにわに、楽しい？」パーソナリティのジョニー

さんの問いかけに、０歳、３歳、４歳の子ども

たちは、それぞれに「絵本が楽しかった」

「みんなで作って遊んだりしたもんね」

「裸にもなったもんね」とお互いに顔を

見合わせ、得意げに返事をする姿が

かわいらしくて、ついカメラのシャッタ

ーを押してしまいました。
（問合せ 046-283-1902）

［拠点や ま と］メンバー が 「センター が こうで

あったらい いな 」と いう想いを書きました。

＜これか らの出演団体＞

第 101回 5/ 4(火)柏木学園高等学校 3 年生たち

第 102回 5/18(火)大和市点訳赤十字奉仕団

第 103回 6/ 1(火)大和市役所市民活動課の皆さん

第 104回 6/15(火)市民の ための介護保険をつ くる会

http://www.kyodounokyoten.com/


大和市民活動センター[拠点やまと]が制作発行する

隔月刊広報紙「あの手 この手」。

新年度最初の４/５月号（第３９号）をお届けします。

本号 p.4 にある「熱血編集後記」に[拠点やまと]メンバーが「センター」はこうありたいと

いうことを、それぞれが60字ほどで記しています。

人との出会い、人とのキャッチボール、人の出入り、笑い声、歓声、人と一緒に話しながら盛

り上がるそんな「センター」でありたいと。そうか、やっぱり「人」が基本なんだ。様々な人と

人との関係づけ、参加の真ん中に「センター」はありたいということを言っている。

2004 年に公布された「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」。今から 6 年前にでき

た「条例」だ。その前文にこんな一文（＝ゴチック体）がある。

行政により担わ れていた「公共」に 市民や 市民団体、そ して事業者も参加する時代が来ています。「私」を大切にするため

に様々な選択肢が あることが普通の ことに なってきま した 。このように 、多様な価値観に基づい て創出され 、共に担う「公

共」を、私たちは 「新しい公共」と呼びます。

ところで、新聞記事切り抜き掲示板貼り出し係でもある私は毎日、各紙の新聞を見ているけれ

ど、紙面から「貧困」、「自殺」、「虐待」、そして「災害」などの言葉を見ない日はない。今年にな

って増えているようにさえ思う。救えなかったのか……と思いながら読む。そこに「人」はいな

かったのかと思う。普段の話す相手がいれば、支えあう「お互いさまだよ」という人がそばにい

たら、救えたかもしれないと。

私は「共助」という言葉を思い浮かべる。そして共助の意志ある市民が公（＝行政）とつなぎ、

公に参加し、お互いをパートナーとしながら、共助の精神を前に進めていく精神と仕組みづくり

（＝協働）が「新しい公共」なのだと思う。

いのちを守りたい。今年 1/29（金）、鳩山首相の施政方針演説「むすび」の文頭にこの言葉が

あり、阪神・淡路大震災を例にし、「多くのボランティアが駆けつけ、復旧に向けた機材や義援金

が寄せられ人々を勇気づけました」。そして「みんなで力を合わせ、人のため、社会のために努力

したのです」と。これを「新しい公共」の出発点と位置づけた演説だった。

人と人をつなぎ、「お互いさま」と支えあう人と人の関係の結節点に大和市民活動センターがあ

ることを今号の「熱血編集後記」は語っています。人、いてこそ「センター」。どうぞ「センター」

に来てください。「センター」を活用してください。 2010/05/06 記・[拠点やまと]広報係 小杉皓男


